
一
二

O
一

五

平

城

宮

跡

資

料

館

秋

期

特

別

展

一

第

I
期

一
O
月
一
七
日
(
土
)
|
一

O
月一一
一O
日
(
金

)

一

一
地
下
の
正
倉
院
展
事
ま
簡
の
世
界

i展
示
木
簡

一

間

刑

判

相

川

叩

↑

。
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。
一

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、

報
告
書
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

造
酒
司
の
発
見

3 

造
酒
司
の
役
職
名
を
記
し
た
木
簡

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
『
平
城
宮
木
簡
一

一』
二
三
七
O
号、

以
下
、
宮
二
|
二
三
七
O
の
よ
う
に
略
す
)

裏表

口神口
口亀口
口力口
口〕
口
口

口
口
口

口
口
口

正

佑

口

長
さ
(
二
五
七
)
叩
・
幅
(
一
七
)
胴
・

厚
さ
五

m

O
一
九
型
式

上
端
の
み
原
形
を
保
つ
も
の
の
、
左
右
両
辺
と
も
に
割
れ
、

下
端
も
折
れ

て
い
る
。
表
裏
両
面
と
も
十
文
字
前
後
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、

判
読
で

き
る
文
字
は
多
く
な
く
、
元
の
内
容
も
判
然
と
し
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
裏
面
の

「正」

「佑
」
二
文
字
は
注
目
に
値
す
る
。

律
令
制
下
の
役
所
を
構
成
す
る
、
カ
ミ
(
長
官
)
・
ス
ケ
(
次
官
)
・
ジ
ョ
ウ

(
第
三
等
官
)
・
サ
カ
ン
(
第
四
等
官
)
の
表
記
は
、
官

・
省

・
職

・
寮

・

司
な
ど
の
役
所
の
ラ
ン
ク
ご
と
に
使
う
漢
字
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、

「正」

「
佑
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「司
」
ク
ラ
ス
の
宮
司
の
長
官
(
カ
ミ
)
・
判
官

(H

第
三
等
官
、
ジ
ョ
ウ
)
を
表
す
文
字
な
の
で
あ
る
。

3
の
み
で
は
こ
れ
以
上

は
何
と
も
言
え
な
い
が
、
「
造
酒
司
」
の
文
字
が
認
め
ら
れ
る

I
期
展
示
紡

ー
や

E
捌
喰
示
の

5
な
ど
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
が
造
酒
司
の

正

お
よ
び
佑
を
指
す
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
但
し
書
き
付
き
な
が

ら
、
当
該
地
を
造
酒
司
と
み
な
す
証
拠
の

一
つ
と
な
る
木
簡
と
評
価
で
き
る
。

な
お
、

3
の
よ
う
に
縦
割
き
の
状
態
で
見
つ
か
る
木
簡
は
意
外
と
多
い。

裁
断
し
た
理
由
は
、
か
つ
て
は
記
載
内
容
を
読
み
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
処
置
(
紙
の
文
書
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
l
に
か
け
る
よ
う
な
も
の
)
と
説

ち
ゅ
う
ぎ

明
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
現
在
で
は
諒
木

(ク
ソ
ベ
ラ
。
用
を
足

し
た
あ
と
に
お
尻
を
拭
う
の
に
用
い
る
木
の
ヘ

ラ
で
、
い
わ
ば
古
代
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
)
に
転
用
さ
れ
た
た
め
と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

4 

造
酒
司
に
酒
を
請
求
し
た
文
書

2

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
ニ
l
二
二
三
五
)

(表)
監
物
史
生
等
謹
啓
酒
一
二
合

(裏)右
依

笠

処

分

少

以

状

長
さ

一
七
七

m
・
幅
三
四
m
-
厚
さ
四

m

O
一一

型
式

な

か

っ

か

さ

け

ん

も

つ

し

し

よ

う

け

い

中
務
省
の
監
物
の
史
生

等
が
酒
を
請
求
す
る
啓
の
書
式
を
と
る
手
紙

切
c

味
細
心
う
監
物
は
物
資
の
出
納
や
鎚
(
収
蔵
庫
の
カ
ギ
)
の
管
理
を
掌
り
、

職
員
令
中
務
省
条
で
は
中
務
省
に
属
す
る
構
成
員
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る

、‘，J
噌

A
r'
E

‘、



が
、
実
際
に
は

一
つ
の
宮
司
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
様
子
も
う
か
が
わ
れ

る
(
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年

〈七
六
三〉

十
月
丁
酉

〈二
十
八
日
〉

条

・
宝
亀
元
年

〈七
七

O
〉
八
月
突
巳

〈四
日
〉
条
な
ど
)
。
史
生
は
そ
の

書
記
官
。
宛
先
は
記
さ
れ
な
い
が
、
木
簡
の
内
容
か
ら
は
酒
づ
く
り
を
担
う

造
酒
司
を
想
定
す
る
の
が
穏
当
で
、

4
は
当
該
地
が
造
酒
司
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
有
力
な
根
拠
の
一
つ
と
な
る
。

表嘩虫
色盆
句
畑
山
ル
炉
北
よっ
て
、
流
れ
る
よ
う
必
明
書
風
の
筆
づ
か
い
が
目
を
引

く
。
正
倉
院
文
警
な
ど
紙
に
害
か
れ
た
啓
な
ど
の
文
書
で
は
、
他
の
文

書
と
異
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
趣
の
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
(
黒
田
洋

子
『
正
倉
院
の
訓
読
と
注
釈

i
啓

・
書
状
|
』
〔
平
成
十
九
|
二
十

一
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(C)

「
正
倉
院
文
書
訓
読
に
よ
る
古
代
言
語

生
活
の
解
明
」
〈
研
究
成
果
報
告
書
E
〉
(
代
表
桑
原
祐
子
)
〕

二
O
一
O

年
)
。
相
手
に
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
、
書
か
れ
る
文
字
の
姿
も
大
切
に
さ

れ
て
い
る
。
「

一
二
合
」
と
い
う
、
欲
し
い
量
を
ぼ
か
す
か
の
よ
う
な
暖
昧

な
表
現
に
も
、
書
き
手
の
心
情
が
に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

酒
づ
く
り
の
日
々
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備
中
国
(
?
)
か
ら
の
酒
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
六
回
)

八
弁
郷
土
苓
御
酒
米
五
斗

長
さ

一
九
五

m
・
幅
二
二

回
・
厚
さ
六
阻

o
=二
型
式

し
よ
う
ま
い

「八
弁
郷
」
か
ら
の
米
の
荷
札
。
精
白
し
た
米
を

春

米

と
呼
ぶ
か
ら
、
「
春

か
も

御
酒
米
」
は
御
酒
(
天
皇
用
の
酒
)
を
醸
す
た
め
の
精
白
し
た
米
の
意
味

で
あ
る
。

や
や
ク
セ
の
あ
る
書
き
ぶ
り
だ
が
文
字
は
比
較
的
読
み
や
す
く
、

四
周
の

削
り
具
合
な
ど
木
簡
と
し
て
の
作
り
も
概
し
て
丁
寧
で
あ
る
。
上
部
の
切
り

木
簡
を
よ
む

2
|
釈
読
訂
正
の
種
明
か
し

そ
の

3
の
木
簡
は
、
従
来
は

「正」

「佑
」
の
二
文
字
し
か
読
め
て
い
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
保
存
処
理
後
に
字
画
が
明
瞭
に
な
っ
た
裏
面
上
部
を
よ
く
見
る
と
、

二

文
字
目
に
、
左
下
部
に
複
雑
な
筆
画
を
も
っ
文
字
が
観
察
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

複
雑
な
筆
画
を
も
っ
文
字
は
、

「亀
」
の
正
字
「
亀
」
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
読
め
て
い
る

「正
」
(
カ
ミ
H
長
官
)
・

「佑
」
(
ジ
ョ
ウ
H
第
三

等
官
)
な
ど
の
役
職
名
(
あ
る
い
は
そ
れ
プ
ラ
ス
人
名
)
が
並
ぶ
の
は
、
手
紙
の

木
簡
の
末
尾
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
直
前
に
書
か
れ
る
の
は

一
般
的
に
は
日

付
で
あ
る
。
年
を
省
略
す
る
場
合
も
多
い
が
、
ま
ず
は
年
号
の
書
か
れ
て
い
る
可

能
性
を
疑
っ
て
み
て
よ
い
。

そ
も
そ
も

「亀
」
と
い
う
文
字
が
木
簡
に
登
場
す
る
場
合
、
習
書
や
近
世
の
人

名
な
ど
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
が
年
号
の

一
部
で
あ
る
(
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検

索
す
る
と
、
「
亀
」
を
含
む
木
簡
は

一
九
O
点
余
り
。
そ
の
う
ち
九
割
以
上
が
年

号
だ
っ
た
)
。
「
文
亀
」

「元
亀
」
な
ど
の
事
例
も
あ
る
が
、
大
半
は

「霊
屯
」

「神

亀
」
「
宝
亀
」

と
い
う
八
世
紀
の
年
号
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
八
世
紀
の
木
簡
に
登

場
す
る

「亀
」
は

一
部
の
習
書
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
が
活
安
と
い
っ
て
よ
い
の

で
あ
る
(
八
世
紀
の
年
号
に

「
O
亀
」
が
多
い
の
は
、
祥
瑞
と
呼
ぶ
め
で
た
い

し
る
し
を
も
っ
亀
の
発
見
に
因
む
改
元
が
多
い
こ
と
に
よ
る
)
。

そ
う
い
う
目
で

「亀
」
の
上
の

一
文
字
目
を
見
る
と
、
示
偏
の
文
字
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

二
文
字
目
に

「亀
」
を
も
っ
奈
良
時
代
の
三

つ
の
年
号
「
霊
亀
」
「
神
亀
」
「
宝
亀
」
の
う
ち
、

「神
亀
」
の

「神
」
の
示
偏
と

み
て
矛
盾
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
S
D
三
O
三
五
か
ら
神
亀
年
間
の
木

簡
が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
と
も
整
合
す
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
り
、
裏
面

一
・
二
文
字
目
は

「神
亀
」
の
可
能
性
が
高

い
と
判
断
し
、

「
口
口
〔
神
色
ヵ
ご
と
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
残
画
が

僅
か
で
あ
る
た
め
敢
え
て
読
み
は
改
め
な
か
っ
た
が
、
四
文
字
目
の
横
長
の
残
画

も
「
年
」
の

一
部
と
み
て
誤
り
あ
る
ま
い
。

( 2 ) 



込
み
に
組
を
か
加
る
と

「弁
」
字
的
立
郡
が
隠
れ
て
し
ま
う
の
山
内
に
愛
磁
γ

仏
ゆ
郷
A
W
h
引
部
郷
の
こ
と
で
、

ぴ
根
ち
蝉
宙
仏
訓
郡
、
お
よ
び
常
陸
国
河
内

・
那
賀

・
久
慈
の
各
郡
、
さ
ら
に
備
中
国
賀
夜
郡
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

げ
の
八
弁
郷
が
ど
れ
に
あ
た
る
か
は
確
定
し
が
た
い
が
、
「
重
貨
」

と
も
称
さ
点
以
V

脅
妹
を
遠
国
の
常
陸
固
か
ら
運
ん
だ
と
想
定
す
る
の
治
時
ゃ

難
し
い
。
『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
春
米
貢
進
国
の
例
か
ら
は
(
民
部
省

式
下
年
料
春
米
条
)
、
備
中
国
賀
夜
郡
の
八
部
郷
(
今
の
岡
山
県
総
社
市
の

一
部
)
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
備
中
国
も
畿
内
に
近
い
と
は
言
い
難
い
が
、

米
を
輸
送
す
る
場
合
、
瀬
戸
内
海
を
利
用
し
た
海
上
交
通
の
利
便
性
が
大
い

に
効
果
を
発
揮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
郷
名
の
み
を
記
し
国
界
必
噌
省
略
す
る
表
記
や
「
御
酒
」
用
の
米

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
畿
内
に
属
す
る
摂
津
国
八
部
郡
(
今
の
兵

庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
付
近
)
の
そ
れ
の
可
能
法
的
考
慮
げ
バ
恰
恥
も
し
れ
な

い
。
ち
な
み
に
、
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
(
宮
内
省
式
省
営
団
条

・
同
民

部
柏
戸
上
御
酒
米
条
)
、
畿
内
諸
国
に
置
か
れ
た
宮
内
省
管
轄
の
省
営
団

(
官
田
の

一
種
)
か
ら
、
「
造
酒
司
料
米
」
ま
た
は
「
御
酒
米
」
と
し
て
春

米
が
都
に
運
ば
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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丹
波
固
か
ら
の
赤
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l

三
三
五
五
)

(表)
氷
上
郡
井
原
郷
上
里
赤
為
米
五
斗

(裏)
上
五
戸
語
部
身

長
さ

一
九
O
阻
・
幅二一
O
叩
・
厚
さ
五
回

O
三
二
型
式

た

ん

ぱ

ひ

か

み

い

は

ら

か

み

丹
波
国
氷
上
郡
井
ι誠
一掛
川
ム
里
(
今
の
兵
庫
県
丹
波
市
山
南
町
の
西
部
か

ら
中
央
部
)
か
ら
の
春
米
の
荷
札
。
「
掲
」
は
「
春
」
と
同
じ
で
と
も
に

「
つ
く
」

と
訓
じ
、
精
米
を
表
す
語
で
あ
る
(
両
者
が
通
用
し
て
い
た
こ
と

は、

「
春
〈
描〉

米
」
を
「
っ
き
し
ね
」
「
っ
き
よ
ね
」
な
ど
と
訓
読
ぶ
て
い

eaA刀
d
a
b

た
証
拠
に
な
ろ
う
)
。
し
た
が
っ
て
、

「赤
掲
米
」
は
い
わ
ゆ
る
赤
米
の
春

米
を
指
す
。
赤
米
は
文
字
ど
お
り
赤
み
を
帯
び
た
米
の
こ
と
で
、
特
に
酒
米

と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
刊
の
解
説
も
参
照
)
。

「
件
窪

F
は
上
里
の
五
保
(
五
戸
を
単
位
と
す
る
隣
保
組
織
)
の
意
味

か
。
語
部
身
は
そ
の
責
任
者
。
年
紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「郷
」
と
「
里
」

ご
う

り
J

ぜ
L

を
併
記
す
る
こ
と
か
ら
、
郷
里
制
(
サ
ト
の
下
に
コ
ザ
ト
を
設
け
た

「国

|
郡
|
郷
|
里
」
四
段
階
の
行
政
組
織
)
が
施
行
さ
れ
て
い
た
七

一
七
年
(
霊

亀
三
)
か
ら
七
四

O
年
(
天
平
十
二
)
頃
ま
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る。
上
端
は
左
右
非
対
称
の
形
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
来
は
左
辺
に
も
切

り
込
み
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
上
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
。
同
じ
く
下
半
の
右
辺
も
失
わ
れ
て
い
る
が
、
原
形
を
留
め
る
左
辺
に

は
切
り
込
み
が
な
い
。
切
り
込
み
は
紐
を
か
け
て
荷
物
に
括
り
つ
け
る
た
め

の
も
の
だ
か
ら
、
原
則
的
に
、
左
右
い
ず
れ
か
の
み
に
施
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
下
端
に
は
元
々
切
り
込
み
は
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

え

と

な
お
、
ね
奈
浪
陥
吋
A-h特
記
そ
初
前
砕
)
巡
則
よ
ね
、

ι
吐
'
清
治
-
昨

T
P叫
支
い(こ

こ
で
は
子

・
丑

・
寅

・
卯
・
辰

・
巴

・
午

・
未

・
申

・
酉

・
成

・
亥
の

い
わ
ゆ
る
十
二
支
)
に
因
む
名
を
つ
け
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
(
岸

俊
男

「十
二
支
と
古
代
人
名
」
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
塙
害
房
、

一
九

七
三
年
)
。

「場
」
は

「身
麻
自
」
の
省
略
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
あ
る
い
は

こ
れ
も
彼
が
巳
年
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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赤
米
の
荷
札

(
S
D
一ニ
O
一二
五
出
土
。
宮
二
l

二
二
六
九

〔里

ヵ〕

U
口
大
侍
部
君
麻
呂
五
斗
赤
米

長
さ
(
一
五
三
回

・
幅
二

o
m・
厚
さ
二
胴

O
五
九
形
式

あ
か
ま
い

赤
米
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
。
赤
米
は
野
生
種
に
近
い
イ
ネ
の
一
種
で
、

タ
ン
ニ
ン
系
の
色
素
を
多
く
含
み
、
名
前
の
と
お
り
米
粒
自
体
が
赤
色
(
ま

た
は
黒
に
近
い
紫
色
)
を
帯
び
て
い
る
。
赤
米
の
荷
札
の
出
土
は
造
酒
司
ま

た
は
そ
の
近
辺
に
著
し
く
集
中
し
て
お
り

(9
〈
I
期
展
示〉
、
問
、
問
・

( 3 ) 



問

〈
E
期
展
示
〉
な
ど
て
奈
良
時
代
に
は
特
に
酒
米
と
し
て
利
用
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
赤
米
を
原
料
と
し
た
酒
を
醸
造
す
る
蔵
元
が

わ
ず
か
な
が
ら
残
っ
て
お
り
、
米
の
色
を
活
か
し
て
桜
色
に
仕
上
げ
た
ど
ぶ

ろ
く
な
ど
も
あ
る
。

墨
痕
は
明
瞭
な
も
の
の
全
体
に
破
損
が
著
し
く
、
上
部
は
失
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
下
端
は
ほ
ぼ
原
形
を
留
め
て
お
り
、
先
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
米
の
荷
札
に
多
く
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

三
文
字
目
は
「
侍
」
の
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
僻
」
(
音

は
「
フ
」
。

「教
育
す
る
」
「
指
導
す
る
」
「
守
り
役
」
な
ど
の
意
。
皇
太
子

の
養
育
係
「
皇
太
子
侍
」
な
ど
が
そ
の
使
用
例
)
の
異
体
字
と
み
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
布
大
狩
部
」
は
、
「
侍
」
と
「
生
」
の
音
「
フ
」
が
通
じ
る
こ

み
よ
み
《
守
句

V
A

ハ

と
に
よ
り
、

「大
生
部
」
の
意
味
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
記
は
他

に
例
が
な
い
。

20 

備
後
固
か
ら
の
白
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
六

(表)
備
後
国
御
調
郡

(裏
)諌
山
里
白
米
五
斗

日択さ

一
四
六

m
・
幅
一一一一

m
・
厚
さ
六

m

O
三
三
型
式

ぴ
ん

ご

み

つ
き

い
さ
や
ま

備
後
国
御
調
郡
諌
山
里
(
今
の
広
島
県
福
山
市
と
尾
道
市
の
境
界
付
近

か
)
か
ら
の
白
米
の
荷
札
。
「
白
米
」
は
「
春
米
」
と
同
じ
く
、
精
白
し
た

米
の
こ
と
。

年
紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
方
行
政
組
織
が

「
国
|
郡
|

里
」
の
三
段
階
制
で
あ
っ
た
七

O
一
年
(
大
宝
一
)
か
予
去
る
伊
汗
違
亀

一
ニ
)
ま
で
の
時
期
の
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『和

名

類

緊

抄

』

ぬ
の
く
ま

で
は
諌
山
郷
は
御
調
郡
の
東
隣
の
沼
隈
郡
に
属
し
て
お
り
、
い
つ
か
の
時

点
で
郡
域
の
改
編
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

小
振
り
な
が
ら
、
文
字
は

一
文
字
ず
つ
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
面

の

「諌
」
や
「
五
」
な
ど
の
筆
致
は
手
慣
れ
た
書
き
ぶ
り
と
き
守
え
る
。
行
頭

部
分
は
紐
を
か
け
た
と
き
に
文
字
が
隠
れ
な
い
位
置
か
ら
書
き
出
さ
れ
て
お

木
簡
を
よ
む

3
|
釈
読
訂
正
の
種
明
か
し

そ
の
三

叩
の
荷
札
木
簡
の

一
文
字
目
は
、
こ
れ
ま
で
は

「口
〔
主
力
ご
と
'
抑
慨
さ
れ

て
き
た
。
お
そ
ら
く
、
荷
札
木
簡
で
人
名
の
直
上
に
く
る
語
と
し
て

「戸
主
」
(戸

籍
の
単
位

「戸」

の
筆
頭
者
)
の
可
能
性
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

「戸
主
ご
は

「戸
」
の
中
に

「主
」
が
入
り
込
み
、
ま
る
で

「雇
」

の
よ
う
な
雰
囲
気
で

一
戎
洋
υ

の
よ
う
に
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い

(
二
文
字
以
上
が

合
成
さ
れ
た
文
字
は

「
合
字
」
と
呼
ば
れ
、

「麿」

〈
「麻
呂
」
〉
な
ど
が
代
表
例

で
あ
る
)
。
す
る
と
、
仮
に

「戸
主
」
で
あ
れ
ば

「戸
」
の
左
払
い
が
残
っ
て
い

て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

ほ
ん
が
ん
ち

一
方
、
人
名
の
す
ぐ
上
に
書
か
れ
る
文
字
と
し
て
は
、
本
貫
地
(
本
籍
地
)

の
最
小
単
位
と
な
る
「
郷
」
や
「
里
」
な
ど
も
想
定
で
き
る
。
こ
と
に
現
存
部
分

だ
け
か
ら
み
る
な
ら
、

「里
」
で
あ
っ
て
も

「主
」
と
全
く
同
じ
筆
の
運
び
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。
「
主
」
の
可
能
性
が
あ
る
な
ら

「里
」
の
可
能
性
を
考
慮
す
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

仮
に

「里
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
里
一制
(
七

O
一
l
七

一
七
)
ま
た
は
郷
里
制

(七

一
七
|
七
四

O
)
の
時
期
の
木
簡
と
な
る
が
、
S
D
三
O
三
五
の
他
の
木
簡
の
時

期
と
も
矛
盾
は
来
さ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
現
存
す
る
墨
痕
だ
け
か
ら
み
る
な
ら

「主
」
と

「里
」

は
五
分
五
分
だ
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
言
葉
の
意
味
の
続
き
を
加

味
す
る
と
字
形
の
点
で
「
里
」
に
や
や
分
が
あ
り
、

一
緒
に
出
土
し
た
木
簡
全
体

の
中
で
も
特
に
矛
盾
を
来
す
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
「
里
」
の
可

能
性
の
方
が
高
い
と
判
断
し
た
。
と
は
い
え
、

「主
」
の
可
能
性
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
残
画
は
僅
か
で
あ
る
か
ら
、
「
里
」
と
読
み
切
る
こ
と
は
せ

ず、

「口

〔
里
カ
〕
」
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

( 4 ) 



り
、
表
面
下
端
に
余
白
を
残
し
て
裏
面
へ
移
行
し
て
い
る
の
も
、
語
句
の
切

れ
目
を
意
識
し
て
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
上
部
の
切
り
込
み
ゃ
下
端
の
尖
り

加
工
の
具
合
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
九

O
度
に
か
ち
っ
と
仕
上
げ
よ
う
と
い
う
意

識
が
見
て
取
れ
る
な
ど
、
全
体
に
端
正
な
風
合
い
が
た
だ
よ
う
優
品
で
あ
る
。

造
酒
司
近
辺
か
ら
見
つ
か
る
米
の
荷
札
の
多
く
に
は
「
酒
米
」
ま
た
は

「赤

米
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
、

「
五
斗
」
と
数
量
の
み
を
記
す
木
簡
も
あ
る
が

(9

・
叩

〈
I
期
展
示〉
、
別
、
幻

〈
E
期
展
示
〉
な
ど
て
「
白
米
」
の
荷
札
は

あ
ま
り
な
い
。

仰
の
白
米
も
、
お
そ
ら
く
は
酒
米
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
酒
米
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
荷
札
の
存
在
を
考
慮
す

る
と
、
あ
る
い
は
官
人
支
給
用
の
米
と
の
想
定
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
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伊
賀
固
か
ら
の
米
の
荷
札
1

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
i
二
二
五
O
)

〔
戸
ヵ
〕

(
表
)
名
張
里
色
夫
知
口
口
女

(裏)
五
斗

長
さ

一
五
三
間
・
幅
一
八
叩
・
厚
さ
五
m

O
三
二
型
式

五
斗
と
し
か
害
か
れ
て
い
な
い
が
、
白
米
の
荷
札
に
多
く
見
ら
れ
る
書
き

方
で
、
こ
の
木
簡
も
白
米
の
荷
札
と
み
ら
れ
る
。
米
五
斗
は
今
の
二
斗
二
升

五
合
で
、
約
四

0
・
五
0
、
約
三
三

・
七
五
同
に
あ
た
る
。
年
代
は
、
里
(
サ

卜
ま
た
は
コ
ザ
ト
)
の
記
載
か
ら
み
て
、
七
四

O
年
(
天
平
十
二
)
以
前
で

あ
ろ
う
。

た

ぱ

り

い

が

ひ

だ

あ

ら

き

名
張
里
は
伊
賀
国
名
張
郡
と
飛
騨
国
荒
城
郡
に
あ
る
が
、
米
の
貢
進
と
す

れ
ば
伊
賀
国
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
伊
賀
国
の
荷
札
は
ご
く

稀
で
、
確
実
に
伊
賀
国
と
い
え
る
も
の
八
点
の
う
ち
、
半
数
は
造
酒
司
跡
か

ら
集
中
し
て
出
土
し
て
い
る
(
引

〈E
期
展
示
〉
な
ど
)
。
し
か
も
引
は
サ

ト
名
か
吟
選
兵
出
す
か
な
り
略
式
の
記
載
で
あ
る
上
に
、

戸
主
と
み
ら
れ
る

人
物
「
色
夫
知
」
に
姓
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
は
八
世
紀
の
荷
札
と
し
て

は
異
例
で
、
さ
ら
に
女
性
を
貢
進
主
体
と
す
る
点
は
何
よ
り
も
特
異
で
あ
る
。

女
性
を
貢
進
主
体
と
す
る
荷
札
の
多
く
は
引
の
よ
う
な
白
米
(
春
米
)
の

荷
札
で
あ
る
。
玄
米
を
精
白
し
て
白
米
を
作
る
作
業
(
そ
の
作
業
が

「春」

「掲
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る

「
っ
き
し
ね
」
あ
る
い
は

「
っ
き
よ
ね
」
と
呼

ば
れ
る
作
業
で
、
そ
の
産
物
が

「春
米
」
で
あ
る
)
は
女
性
の
仕
事
で
あ

っ

た
か
ら
、
白
米
の
荷
札
に
見
え
る
女
性
は
、
そ
の
作
業
を
担
当
し
た
女
性
の

名
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
白
米
の
貢
進
は
、
規
定
上
は
租
を
納
め
る
際
に
貢
進
者
が
精
白
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
正
倉
に
収
め
て
あ
る
イ
ネ
を
出
し
て

春
米
を
作
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
白
米
の
荷
札
に
個
人
名
を
書
か
な
い
物
が

多
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
が
、

女
性
名
で
は
な
く
男
性
名
を
書
く
も
の
は

結
構
あ
る
。
貢
進
の
責
任
者
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

類
例
の
少
な
い
伊
賀
国
の
米
の
荷
札
が
同
じ
造
酒
司
跡
か
ら
集
中
し
て
見

つ
か
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
か
な
り
特
殊
な
用
途
に
用
い
ら
れ
た
米
の

可
能
性
が
あ
ろ
う
。
但
し
、
そ
れ
ら
は
引

(E
期
展
示
)
の
よ
う
に
郷
制
、

な
い
し
郷
里
制
の
書
式
で
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
一
括
性
と
い
う
点
を

重
視
す
る
な
ら
ば、

引
の
書
き
出
し
の

「名
張
里
」
に
つ
い
て
、
サ
ト
名
と

解
す
る
の
が
常
識
的
で
は
あ
ろ
う
が
、
コ
ザ
ト
名
の
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き

か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
謎
の
多
い
荷
札
で
あ
る
。
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余
米
の
数
量
を
記
し
た
木
簡

2

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
二
三
二
六

(表
)
十
月
十
八
目
余
米
七
升

(裏)「
十
月
十
八
日
余
米
七
升
」長

さ

一
六
二
胴
・
幅
二
四
m
・
厚
さ
四

m

O
三
二
型
式

十
月
十
八
日
分
の

「余
米
」
の
付
札
。
七
升
は
、

今
の
三
升

一
合
五
勺
ほ

ど
に
あ
た
り
、
約
五

・
七
S
、
約
四

・
七
回
に
相
当
す
る
。

造
酒
司
か
ら
は
、
他
に
も
「
余
米
」
と
舎
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

し
わ
担
う〈
川
湖
探
示
〉
、
ロ

〈
E
期
日
開
界
が
。
余
米
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、

正
倉
院
文
警
な
ど
に
み
え
る

「
乗
米
」
と
同
じ
で
、
支
給
さ
れ
た
量

( 5 ) 



酒
や
副
食
物
な
ど
に
ふ
り
む
け
る
た
め
の
も
の
と

の
六
%
を
宮
司
が
留
め
、

も
さ
れ
る
。

筆
は
異
な
る
よ
う
だ
が
、
表
裏
両
面
と
も
か
な
り
稚
拙
な
筆
跡
で
、
表
裏

同
文
か
と
思
い
き
や
、
片
面
は
あ
ろ
う
こ
と
か

「十
八
回
」
に
な
っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
は
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

「
目
」
に
間
違
え
て
い
る
面
の
方
が
墨
色
が
濃
く
、
筆
遣
い
も
丁
寧
で
落
ち

着
い
て
書
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
荷
物
に
括
り
付
け
て
し
ま
っ
て
か
ら、

誰
か
が
誤
り
に
気
付
き
、
削
る
間
も
な
く
慌
て
て
反
対
面
に
正
し
く
書
き
直

し
た
の
だ
ろ
う
。
間
違
え
て

「目
」
と
書
い
た
方
を
表
に
し
て
い
る
の
は
、

こ
ち
ら
が
本
来
の
記
載
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

表
裏
の
判
断
に
悩
む
事
例
の

一
つ
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
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清
酒
の
付
札
2

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二二

九
)

清
酒
、
中

長
さ

一
五
四
叩

・
幅
(
二
二
)剛

・
厚
さ
四

m

O
三
二
型
式

「清
酒
」
は
濁
酒
に
対
す
る
言
葉
で、

澄
ん
だ
酒
の
意
。
「
中
」
は
酒
の
等

級
を
示
す
も
の
か
。

日

(I
期
展
示
)
と
違
っ
て
容
量
が
書
か
れ
て
い
な
い

の
で
、
長
期
保
管
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

現
状
で
は
左
辺
が
割
れ
て
い
る
が
、
左
辺
上
部
に
も
右
辺
と
対
に
な
る
切

り
込
み
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
元
は
三
仰
程
度
の
幅
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
木
目
の
細
か
な
幅
広
の
柾
目
材
を
用
い
、
ゆ
っ
た
り
と
ゆ
と
り
を

も
っ
て
文
字
を
記
し
て
お
り
、
立
派
な
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
木
簡
で
あ
る
。

こ
の
点
は
日
と
比
較
す
る
と
な
お
顕
著
に
感
じ
ら
れ
る
。

短
い
使
用
期
間
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
木
簡
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う

が
、
醸
造
過
程
に
お
・け
る

一
時
的
保
管
用
の
ラ
ベ
ル
な
の
か
、
あ
る
い
は
貢

進
用
の
ラ
ベ
ル
な
の
か
、
わ
ず
か
三
文
字
の
木
簡
で
は
あ
る
が
、
興
味
は
尽

き
な
い
。
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水
汲
み
の
割
り
当
て
表
1

( 6 ) 

(
S
D
一二

O
一二
五
出
土
。
宮
二
l
二
二
三
八
)

(表)
水
汲

空 H円
呈〔口 U"
三 氏口口末。 ヵ;酉呂カ

ーυ〕人〕
幅

厚
さ
五

O
一
九
型
式

円 右
上

口
口
口

(裏
)

円
水
汲
み
の
割
り
当
て
表
の
木
簡
。
幻

(I
期
展
示
)
と
同
種
の
木
簡
と
見

ら
れ
る
が
、
腐
蝕
が
著
し
く
、
従
来
は
充
分
に
は
読
め
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
、
再
釈
読
に
よ
り
、
幻
に
も
登
場
す
る

「民
酒
人
」
の
名
が
読
み
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
大
な
点
も
共
通
し
(
下
端
は
折
れ
て
い
る
の
で
原

形
は
も
っ
と
長
か
っ
た
)
、
本
来
は
訂
と
同
様
に
多
数
の
水
汲
み
担
当
者
の

名
が
表
裏
に
列
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
付
が
な
い
の
が
訂
と
異
な
る
が
、
裏
面
末
尾
に
書
か
れ
て
い
た
可
能
性

が
想
定
で
き
よ
う
。
な
お
、
表
面
左
行
の
文
字
が
切
れ
て
い
る
か
ら
、
左
辺

は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。

25 

『
臭
酢
」
な
ど
と
記
し
た
木
簡

(
S
D
一ニ
O
三
五
出
土
。
宮
ご
|
二
三
九
O
)

(表
)
臭
酢
鼠
入
在

(裏)
臭
臭
臭
臭
臭

長
さ
(
一
O
六
)
聞

・
幅
二
二
m
・
厚
さ
四

m

O
八
一
型
式

従
来
は
充
分
に
読
み
込
め
て
い
な
か
っ
た
が
、

よ
う
に
な
っ
た
木
簡
。

こ
れ
ま
で
表
面
三
文
字
目
は
、

保
存
処
理
の
結
果
読
め
る

こ
の
木
簡
に
多
数
書
か
れ
た

「自穴」

と
同



字
と
み
て
き
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
文
字
が

「鼠
」
と
読
め
た
こ
と
に
よ

り
文
意
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、

一
見
単
な
る
習
書
木
簡
に
見
え
て
い

た
こ
の
木
簡
が
、
俄
然
多
く
の
こ
と
を
語
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

「
臭
キ
酢
、
鼠
入
リ
テ
在
リ
(
入
リ
タ
リ
)
。
」

酢
の
裂
に
鼠
が
落
ち
て
い

る
の
を
発
見
し
た
人
が
、
悪
臭
に
思
わ
ず
鼻
を
つ
ま
ん
で
い
る
様
子
が
自
に

見
え
る
よ
う
だ
。
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水
聾
の
付
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
三
二

ニ
条
七
薩
水
四
石
五
斗
九
升

長
さ
(
二

O
二
凹

・
幅
四
九
四

・
厚
さ
五
醐

o
z一
九
型
式

「三
条
七
」
は
、
多
量
の
裂
を
整
然
と
並
べ
た
縦
横
の
位
置
関
係
を
示
す

も
の
。
三
列
目
の
七
番
目
の
意
味
。
少
な
く
と
も
二
十

一
個
の
裂
が
整
然
と

並
ん
で
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
味
は
水
で
、
凹
石
五
斗
九
升
は
今
の

二
石
六
升
ほ
ど
、
約
三
七
0
4
に

相
当
す
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
直
径
八
四

m
の
球
の
体
積
に
相
当
す
る
。
類
例
に

ご
一
条
六
」

の
日

(I
期
展
示
)
が
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
ひ
と
回

り
大
き
い
。

造
酒
司
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
内
部
に
壊
を
据
え
た
痕
跡
が
あ
る
建
物
が

多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
。
西
大
寺
食
堂
院
跡
で
見
つ
か
っ
た
建
物
の
場
合
、

一
列
四
個
の
裂
が
少
な
く
と
も
二
十
列
は
あ
り
、
間
隔
は
そ
れ
ぞ
れ
一

・
五

m
だ
っ
た
。
必
要
最
小
限
の
通
路
部
分
を
残
し
て
隣
の
裂
と
接
す
る
よ
う
な

状
態
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
造
酒
司
で
も
同
じ
よ
う
に
ギ
ツ
シ
リ
と
並
べ
て

据
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
(
大
喪
は
底
が
平
ら
で
は
な
く
、
穴
を
掘
っ
て

据
え
ら
れ
て
い
た
)
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
は

「四
石
五
斗
九
升
」
を
こ
の
裂
に
入
れ
て
あ
る
酒
の

実
容
積
を
示
す
と
漠
然
と
理
解
す
る
の
が

一
般
的
だ
っ
た
が
、
裂
の
最
大
容

積
を
示
す
た
め
の
付
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日

(I

期
展
示
)
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、

日
が
三
石
五
斗
九
升、

初
、が

四
石
五
斗
九
升
で
、半
端
分
が
と
も
に
五
斗
九
升
な
の
が
や
や
気
に
か
か
る
。

造
酒
司
な
ら
で
は
の
木
簡
な
の
は
間
違
い
な
い
が
、
特
定
の
用
途
の
た
め

に
作
ら
れ
た
端
的
な
内
容
の
木
簡
で
あ
る
だ
け
に
、
か
え
っ
て
難
し
い
面
も

あ
る
。
な
お
、
縦
横
の
位
置
関
係
を
記
し
た
同
種
の
木
簡
は
、
長
岡
宮
跡
で

も
見
つ
か
っ
て
い
る

(
「
八
条
四
裂
納
米
三
倒
九
斗
」
。
京
都
府
教
育
委
員
会

「長
岡
宮
跡
昭
和
四
四
年
度
発
掘
調
査
概
要
」
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概

要

一
九
七

一』
)。

但
し
こ
れ
の
内
容
物
は
、
酒
や
水
で
は
な
く
、
米
で
あ
る
。

聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
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酒
を
支
給
す
る
と
き
の
メ
モ
に
し
た
木
簡

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
二
二
四
O)

(
表
)
親
王
八
升

(裏)
伎
人
六
升

三
位
四
人
一
斗
ニ
升

長
さ

一
O
二
叩
・
幅

一」
ハ
m
-以
さ」ハ

棚

。
』

一
型
式

え
ん

ぎ
抑
王
以
下
の
以
切
ら
札
湘
持
設
諭
し
た
際
の
帳
簿
と
み
ら
れ
る
す
抑
制
問
。
『
延

湾
が
ナ
供
同
開
司
践
酢
大
嘗
祭
雑
給
料
条
に
、
大
嘗
祭
第
四
日
午
の
日
の

豊

明

節

会

に

お

け

る

三
位
以
上
、

五
位
以
上
、

六
位
以
下
歌
舞
人
等

ま
で
の
給
酒
量
を
規
定
し
て
い
る
。
本
木
簡
の
記
載
は
そ
れ
と
量
は
異
古
川
お

、持
、き
同
じ
く
大
嘗
祭
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
伎
人
は
歌
舞
人
を
い
う。

『
日
本

後
紀
』
大
同
三
年
(
八

O
八
)
十
一

月
戊
子
(
十

一
日
)
条
に

「大
嘗
会

之
雑
楽
伎
人
等
」
と
あ
る
。

文
字
は
丁
寧
な
書
き
ぶ
り
と
は
言
い
が
た
く
、
墨
も
か
す
れ
て
筆
が
割
れ

て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
上
役
か
ら
指
示
を
受
け
、
慌
て
て
手
近
の
木

片
に
要
点
を
走
り
書
き
す
る
下
級
官
人
の
姿
が
自
に
浮
か
ぶ
、
と
ま
で
言
っ

て
は
、
少
々
想
像
の
飛
躍
が
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。

( 7 ) 
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大
嘗
祭
に
使
う
草
木
の
リ
ス
ト

(
S
D
三
O
一ニ
五
出
土
。
宮
二
l
二
二
四
三
)

(表)
桧
若
、
立
叶-一
口

口
口

〔
#
何
ヵ
〕

口
口
口
口
口

口
口
円

U

口
口
業
二
荷

ム
ゑ
等
売
羊
-一
荷

業
肴

真
前
葛
十
荷

長
さ
二
八
五

m
・
幅
二
三
)叩

・
煤
さ
三
m

(一畏

0 
八

型
式

だ
い
じ
よ
う
さ
い

大
嘗
祭
で
は
、
人
工
的
に
作
ら
れ
た
器
物
の
他
に
、

せh
唱
然
素
材
」
も

用
い
ら
れ
た
。
『
延
喜
式
』
造
締
罰
吻
記
鳴
克
明
る
と
、
院
議
訣
悩
旨
仰
味
仏
W
A沼

酒
司
の
供
品
明
…抑
斜
九
円
つ
は

JK
「
論
h
tボ〈

r
真
木
葉
各
誌

興
1
句
点
英
、

め
a
p生

各
十
担
、
真
前
葛
、
日
蔭
、
山
孫
組
各
三
櫓
、
山
橘
子
、
意
等
売
草
各

二
担

〈己
上
九
種
畿
内
所
進
ご

が

あ
が
っ
て
い
る
(
造
酒
司
式
践
昨
大
嘗

祭
燃
神
料
条
)
。
こ
れ
ら
は
、
大
嘗
祭
第

一
日
の
卯
日
に
大
嘗
宮
内
の
神
殿

の
案
(
つ
く
え
)
上
に
奉
献
さ
れ
る
。
こ
の
木
簡
に
記
さ
れ
た
、
桧
(
異

体
字
使
用
)
、
真
前
葛
、
衰
等
売
草
は
『
延
喜
式
』
の
規
定
と

一
致
す
る
。

木
簡
は
断
片
で
不
明
の
点
も
多
い
が
、
践
一
昨
大
嘗
祭
の
時
、
造
酒
司
が
準
備

す
る
草
木
な
ど
の
品
々
を
書
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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河
内
国
志
紀
郡
か
ら
の
清
酒
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
七
八
)

(表
)少
林
郷
缶
入
清
酒

(裏)

四
斗
志
紀
郡

長
さ

一一一
六
m
・
幅
二
ニ

m
-厚
さ
四
馴

O
三
二
型
式

か

わ

ち

し

き

河
内
国
志
紀
郡
少
林
(
ハ
ヤ
シ
H
拝
師
か
)
郷
か
ら
貢
納
さ
れ
た
「
清
酒
」

に
付
け
ら
れ
た
木
簡
。
河
内
国
志
紀
郡
は
、
「
志
幾
之
大
県
主
」
の
故
地
で

一
応
る
。
ヒ
ャ
つ
し
た
地
域
歴
史
的
事
情
も
勘
案
す
る
と
、
'
f貢
納
さ
れ
た
酒
は

直
『
カ
た
征
じ
J
z
d
L
何

-
X
A
さ
し
さ

県
醸
酒
の
可
能
性
が
高
い
。
県
醸
酒
は
、
『
延
喜
式
』
造
酒
司
供
奉
神

事
諸
司
給
酒
法
条
に
よ
れ
ば
、
山
城
・
大
和

・
河
内

・
摂
津
の
各
国
か
ら
貢

納
さ
れ
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
県
制
の
名
残
り
で
そ
の
宗
教
的
側
面
を
継

承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

す
相
斗
は
今
の
約

一
斗
八
升
、
約
三

二
・
五
島
ほ
ど
に
あ
北
持

γ
福
L
ん加

須
恵
器
の
容
器
の

一
種
で
和
訓
は
「
ひ
ら
か
」
。
『
延
喜
式
』
や
正
倉
院
文
書

を
参
照
す
る
と
、
容
量
は
三
1
五
斗
程
度
が
標
準
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

下
端
近
く
に
は
ご
く
小
さ
な
孔
が
穿
た
れ
、
さ
ら
に
そ
の
周
り
に
は
赤
褐

色
の
錆
痕
が
見
ら
れ
る
。
釘
な
ど
で
何
か
に
打
ち
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
そ
の
場
合
、
下
端
の
み
で
は
木
簡
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

上
端
の
切
り
込
み
に
組
を
か
け
て
括
り
つ
け
た
上
で
、
さ
ら
に
釘
を
打
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
、
表
裏
両
面
に
錆
痕
が
残
る
理
由
は
説
明
し
が

た
い
。
そ
も
そ
も
、
須
恵
器
の
容
器
に
木
簡
を
釘
で
打
ち
付
け
る
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
缶
か
ら
取
り
外
さ
れ
た
の
ち
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
転
用
さ
れ
た

際
の
痕
跡
と
み
る
べ
き
か
。
具
体
的
な
使
い
途
の
想
像
に
困
る
木
簡
で
あ
る
。

( 8 ) 
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大
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
月
の
日
付
を
記
し
た
付
札

(
S
D
三
O
一二
五
出
土
。
宮
二
|
一
言
二

四
)

(表)
斗
八
升

(裏)元
十
一
月
九
日

長
さ
(八
七
)
胴
・
幅

一
九
醐

・
厚
さ
九
叩

O
八

一
型
式

断
片
で
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
「
元
」
は
「
神
亀
元
年
」
(
七
二
四
)
の
意

と
み
ら
れ
、
神
亀
元
年
十

一
月
九
日
と
す
れ
ば
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
期
間
に

あ
た
る
。
大
嘗
祭
期
間
内
の
日
付
を
も
ち
、
ま
た
酒
等
の
量
目
を
示
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
も
ま
た
大
嘗
祭
に
関
わ
る
も
の
の
可
能
性
が
高
い

だ
ろ
う
。
な
お
、

「元
」
の
次
に
本
来
来
る
べ
き
「
年
」
字
が
欠
落
し
て
い

る
。
上
部
を
欠
損
す
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
普
通
に
考
え
れ
ば
単
に

「
年
」
字
を
書
き
忘
れ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
も
し
、
も
と
も
と

「元
十

一
月



九
日
」
と
記
し
て
い
た
と
す
る
と
、

書
き
ぶ
り
と
し
て
興
味
深
い
。

簡
略
化
さ
れ
た
宮
司
内
で
の
日
常
的
な

方
、
牟
婁
郡
の
木
簡
は
、
品
目
も
多
様
で
、
大
き
さ

・
形
、
書
式
も
統
一

感

に
乏
し
い
。

造
酒
司
の
諸
相

59 

若
狭
固
か
ら
の
貨
の
イ
ガ
イ
の
荷
札

(S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
八
六
)
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紀
伊
国
か
ら
の
貨
の
イ
ソ
ダ
イ
の
荷
札(

S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
八
五
)

紀
伊
国
尤
漏
郡
進
上
御
鉱
炉
、議
鯛
八
升

長
さ
一
八
八
回

・
幅
二
七
回

・
厚
さ
四
胴

〔
郡
ヵ
〕
〔
郷
ヵ
〕

U
口
車
持
口
御
勢
胎
奥
俳

一
斗

長
さ

一
三
七
m
・
幅
二
四
m
-
厚
さ
六
m

O
一
九
型
式

o
=二
型
式

わ
か

さ

お

に

ゅ

う

く
る

ま

も

ち

に

え

い
が

い

す

し

若
狭
国
遠
敷
郡
車
持
郷
か
ら
、
費
と
し
て
胎
貝
の
鮮
(
ナ
レ
ズ
シ
)

を
貢
進
し
た
際
の
荷
札
木
簡
。
若
狭
国
遠
敷
郡
か
ら
の
賛
木
簡
は
多
数
見
つ

か
っ
て
お
り
、
郷
名
か
ら
書
き
始
め
る
ご
く
小
型
(
五

1
七

m
ほ
ど
)
の

O

一
一
形
式
で
数
量
が
容
積
で
記
さ
れ
る
も
の
と
、
国
名
か
ら
書
き
始
め
る

一

回
り
大
き
め
(
十
二
1
十
六

m
ほ
ど
)
の

O
三
二
形
式
で
数
量
が
容
器
の
数

で
記
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
大
き
さ
か
ら
考
え
る
と
後
者
の
可
能
性
が
高

い
が
、
数
量
記
載
か
ら
は
前
者
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

き

い

む

ろ

い

そ

だ

い

紀
伊
国
牟
婁
郡

(和
歌
山
県
南
東
部
)
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
磯
鯛
(
武

鯛
と
も
い
う
)
八
升
の
荷
札
。
八
升
は
現
在
の
三
升
六
合
で
、
約
六

・
五
B
。

『
延
喜
式
』
(
内
膳
司
式
諸
国
貢
進
御
賛
条
)
に
よ
る
と
、
紀
伊
国
は
旬
料

の
賛
と
し
て
雑
魚
を
貢
進
し
て
い
る
。

現
在
、
紀
伊
国
か
吟
幼
賛
荷
札
木
簡
は
六
点
出
土
し
て
お
り
、
う
ち
四
点

は
牟
婁
郡
、

二
点
が
海
部
郡
。
た
だ
し
海
部
郡
の

二
点
は
、
ど
ち
ら
も
浜
中

郷
大
野
里
か
ら
で
、
品
目
も
ア
ジ
で
同
じ
、
大
き
さ
や
形
も
似
て
い
る
。

一
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伊
豆
固
か
ら
の
調
の
カ
ツ
オ
の
荷
札

(S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
ニ
|
ご
一
一四
七
)

F
戸
、
玉
宍
人
部
大
万
呂
ロ

伊

豆

国

那

賀

郡

射

ど

調

底

堅

魚

十

一

斤

十

両

J
A

知

宍

人

部

湯

万

呂

天

平

勝
宝
八
歳
十
月

長
さ
三
五
六
m
・
幅
一二
四
m
-
厚
さ
四
m

o=二
型
式

い

ず

な

が

い

わ
し

伊
豆
国
那
賀
郡
射
鷲
郷
(
現
在
の
静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
付
近
)
か
ら

あ
ら
が
つ
お

調
と
し
て
送
ら
れ
た
愈
堅
魚
の
荷
札
。
愈
堅
魚
は
、
現
在
の
カ
ツ
オ
の
な

ま
り
節
の
よ
う
な
加
工
品
か
。
鑑
堅
魚
の
荷
札
は
総
じ
て
三
O
m
以
上
と
長

い
。
十

一
斤
十
両
は
、
約
七

・
八
図
。
カ
ツ
オ
の
貢
進
誌
は
重
さ
で
規
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
数
量
は
荷
ご
と
に
自
ず
と
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
木
簡
に

は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
O
連
ム
丸
(
節
)
」
と
数
量
を
併
記
す
る
荷
札
も

多
い
。

天
平
勝
宝
八
歳
は
七
五
六
年
。
唐
の
玄
宗
が

「年
」
を

「載
」
に
改
め
た

( 9 ) 



の
に
倣
い
(
但
し
、
意
識
的
に
別
字
の
「
歳
」
を
用
い
た
か
)
、
天
平
勝
宝

七
年
を
天
平
勝
宝
七
歳
と
し
た
の
に
始
ま
り
、
七
五
七
年
八
月
に
天
平
勝
宝

九
歳
を
天
平
宝
字
元
年
に
改
元
す
る
ま
で
用
い
ら
れ
た
。
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隠
岐
固
か
ら
の
調
の
ワ
カ
メ
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
一一二
四
九
)

F
口
口
郷
安
吉
里
海
部
患
待

安心
伎
国
智
夫
君ー

調
海
藻
六
斤
七
年

長
さ

一
七
二
m
-
幅
二
七
m
・
厚
さ
三
醐

O
三
三
型
式

お

き

ち

ふ

り

隠
伎
国
智
夫
郡
某
郷
安
吉
里
匂
在
の
島
根
県
隠
岐
郡
西
ノ
島
町

・
知
夫

村
)
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
調
の
海
藻
(
ワ
カ
メ
)
の
荷
札
。
郷
里
制
施
行
時

(七

一
七
年
か
ら
七
四

O
年
頃
ま
で
)
の
木
簡
な
の
で
、
七
年
は
養
老
か
天

平
で
あ
ろ
う
。
養
老
七
年
は
七
二
三
年
、
天
平
七
年
は
七
三
五
年
。
長
方
形

の
材
の
両
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
さ
ら
に
下
端
を
と
が
ら
せ
た
形
態
は
珍

し
い
。
奈
良
時
代
の
隠
岐
国
の
表
記
は
、
平
安
時
代
以
降
の
「
岐
」
で
は
な

く
、
に
ん
べ
ん
の
「
伎
」
で
書
か
れ
る
。
隠
伎
国
の
荷
札
は
、
藤
原
宮
の
時

代
か
ら
天
平
年
間
ま
で
ス
ギ
材
を
用
い
、
文
章
を
途
中
か
ら
二
行
書
き
に
す

る
も
の
が
多
い
。

上
端
お
よ
び
下
端
左
側
の
切
り
込
み
は
台
形
を
し
て
い
る
が
、
よ
く
見
る

と
、
木
目
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
で
切
り
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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女
性
名
と
数
字
を
記
し
た
小
型
の
木
簡
3

(
S
D
一ニ
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
四
二

(表)
袖
女

(
裏
)

麻

ー-，

-
L_  

長
さ
七
一
m
・
幅
一
九
m
・
厚
さ
二
m

O
二
一
型
式
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女
性
名
と
数
字
を
記
し
た
小
型
の
木
簡
4

(
S
D
三
O
二一五
出
土
。
宮
一一
l
一一三
四
七
)

( 10 ) 

(
表
)
家
女麻
-田園、

ー一」ー

(
裏
)

長
さ
八
O
m
・
幅
三
O
m
・
厚
さ
三
m

O
二一

型
式

位

-mは
、
薄
く
小
さ
な
木
片
に
女
性
の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
た
、
用
途

未
詳
の
謎
の
木
簡
。
古
代
の
女
性
名
は

「
O
Oめ
」
と
最
後
に

「め
」
(
表

記
は

「女
」
ま
た
は

「売
」
)
が
付
け
ら
れ
る
の
が

一
般
的
だ
っ
た
。

S

D

三
O
三
五
か
ら
は
、
類
似
の
木
簡
が
二
O
点
近
く
見
つ
か
っ
て
い
る
(
幻

-

M
〈I
期
展
示
〉
、

n
・
花

〈E
期
展
示
〉
な
ど
)
。

別
筆
で
数
字
が
記
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
ま
た
日

(
I期
泉
保
)

の

「御
」
(
H
御
服
、
天
皇
用
の
服
の
意
か
)
や
花

(E
期
展
示
)
の
「
梧
」
(H

ス
カ
ー
ト
状
の
女
性
用
の
衣
服
)
と
い
っ
た
記
載
か
ふ
燃
だ
名
前
の
記
さ
れ

た
女
性
が
縫
製
し
た
衣
服
の
種
類
と
数
量
を
記
し
た
付
札
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、

臼

-mの
「
麻
」
は
そ
の
素
材
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
造
酒
司
と
の
関
わ
り
は
説
明
し
に

く
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
に
は
、
い
ず
れ
も
O
一一一

と
い
う
型
式
番
号
が
与
え
ら
れ

く
け
い

て
い
る
。
こ
の
番
号
の
定
義
は

「
小
型
矩
形

(
H
長
方
形
)
の
も
の
」
と

さ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
大
き
め
の
通
常
の
「
短
冊
形
」
と
さ
れ
る

O
一一

型

式
と
の
区
別
は
や
や
暖
昧
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
と
の
型
式
番
号
を

使
用
す
る
機
会
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

日
は
、
今
回
大
き
く
読
み
を
改
め
た
。
表
面
の
数
字
は
、

こ
れ
ま
で

「
ご

と
読
ん
で
い
た
が
、
二
本
の
横
画
が
明
瞭
に
見
え
る
の
で

「一ご

と
し
た
。

た
だ
し
、
下
の
画
よ
り
上
の
画
の
方
が
長
く
、
天
地
逆
に
書
か
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。
裏
面
は
、
こ
れ
ま
で

「小
満
口

ご

」
」
と
読
ん
で
い
た
が
、

保
存
処
理
の
結
果
、

「麻
」

一
文
字
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。



64 

駿
河
固
か
ら
の
甘
子
の
荷
札

(
S
D
三
O
五
O
出
土
。
宮
二
|
二
五
三
八
)

〔
御
ヵ
〕

駿
河
国
安
倍
郡
貢
上
甘
子
円

U
口
〔
い
い
〕

宝
亀
元
年
十
二
月

長
さ
二
ニ
二
m
・
幅
八
四

・
厚
さ
四

m

O
コ
二
型
式

す
る

が

あ

べ

こ

う

じ

駿
河
国
安
倍
郡
か
ら
送
ら
れ
た
甘
子
(
柑
子
)
の
荷
札
。
宝
亀
元
年
は
七

七
O
年
。
甘
子
は
小
型
の
ミ
カ
ン
類
で
、
養
老
の
遣
唐
使
の
帰
国
の
際
に
初

め
て
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
(
『
続
日
本
紀
』
神
亀
二
年
〈
七
二
五
)

十

一
月
己
丑
〈
十
日
〉
条
)
。

文
字
面
は
腐
蝕
の
た
め
判
読
不
能
の
個
所
が
多
い
が
、
「
御
」
の
下
は
「
賛
」

と
続
く
可
能
性
が
高
い
。
『
延
喜
式
』
宮
内
省
に
は
、
諸
国
例
貢
御
費
と
し

て
駿
河
固
な
ど
五
カ
国
よ
的
;
紺
呼
を
貢
進
す
る
制
度
が
み
ら
郡
伊
。
っ
か
い

平
安
時
代
の
儀
式
書
『
西
宮
記

』
に
よ
れ
ば
、

十
二
月
に
荷
前
使
を

派
遣
す
る
際
、
造
酒
司
は
甘
糟
や
柑
子

・
柿
を
乗
せ
た
膳
を
用
意
し
た
。
奈

良
時
代
に
も
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
か
。
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「
大
倭
国
」
と
刻
ん
だ
木
簡

(
S
D
一ニ
O
一二
五
出
土
。
宮
二
|
三
一二
九

二

大
イ委〔
口国

カ

刻
書

長
さ

一
四
三
m
・幅
二
九
四
・
厚
さ
五
剛

O
一
一
型
式

木
簡
は
、

「黒
主
回
」
の
あ
る
木
片
と
い
う
定
義
だ
が
、
墨
書
で
は
な
く
、

と
の
よ
う
に
文
字
少
捌
官
れ
た
も
の
も
、
木
簡
に
準
じ
て
扱
っ
て
い
る
。

三
文
字
目
は
、
国
構
え
の
み
深
く
刻
ま
れ
る
が
、
意
味
的
に

「国
」
の

つ
も
り
で
刻
ん
だ
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
構
え
の
内
側
に
は
、
上
部
に
横

画
ら
し
き
浅
い
刻
線
が

一
本
あ
る
。
刻
み
か
け
た
が
煩
雑
な
た
め
省
略
し
、

構
え
を
閉
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ク
ニ
の
字
体
は

「園
」
「
国
」
両
方
と
も
よ

く
用
い
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
構
え
の
中
は
横
棒
か
ら
書
く
の
で
、

字
体
で
刻
も
う
と
し
た
の
は
特
定
で
き
な
い
。

木
簡
の
使
用
法
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
大
倭
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
物
品

な
ど
に
添
え
た
整
理
用
ラ
ベ
ル
か
。

な
お
、
奈
良
時
代
の
ヤ
マ
ト
の
表
記
は
、
大
倭
↓
大
養
徳
↓
大
倭
↓
大
和

と
い
う
変
遷
を
た
ど
る
。

「大
倭
」
の
表
記
が
使
わ
れ
た
の
は
、

七
三
七
年

(
天
平
九
)
以
前
と
、
七
四
七
年
(
天
平
十
九
)
三
月
か
ら
七
五
八
年
(
天

平
宝
字
二
)
初
め
ご
ろ
ま
で
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
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「
道
」
な
ど
の
文
字
を
記
し
た
習
書
木
簡

(
S
D
三
O
五
O
出
土
。
宮
三

|
二
五
四
五
)

裏表

口道
道カ

口道〕

口道
道
道

長
さ

二
四
四
)
阻

・
幅
(
二
五
)
聞

・
厚
さ
五
m

O
八一

型
式

「
道
」
の
文
字
を
書
き
連
ね
た
習
書
木
簡
。

「道
」
は
、
習
書
に
よ
く
使
わ

れ
る
文
字
で
、
ラ
ン
キ
ン
グ
第
三
位
の
定
番
(
次
頁
の
表
を
参
照
)
。
四
位

以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
、
画
数
の
多
い
文
字
と
し
て
は
ダ
ン
ト
ツ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
道
」
が
よ
く
使
紛
叫
ん
均
理
由
は
、
明
ら
か
で
な
い
。

こ
の
木
簡
の

「道
」
は
、
之
緯
に
比
べ
て
「
首
」
が
大
き
く
幅
も
広
く
、

全
体
と
し
て
ぼ

っ
て
り
と
し
た
印
象
を
も
っ
。
童
聞き
手
の
ク
セ
か
、
あ
る
い

は
そ
う
い
う
書
風
が
あ
っ
た
の
か
。
文
字
は
左
端
が
切
れ
て
い
る
よ
う
で
い

て
、
実
は
ぎ
り
ぎ
り
木
簡
の
幅
に
収
ま
っ
て
い
る
。
之
繰
の

一
画
目
の
点
も
、

「
首
」
の
三
画
目
の
横
棒
の
上
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
。

1
・ノ

司ム
唱

Ar，‘、



府E吏享 点数順位 文字 点数 順位 文字 点数

大 511 32 四 79 60 城 50 

2 人 345 32 物 79 64 養 48 

3 道 334 34 升 77 65 位 47 

I 4 天 184 34 謹 77 65 下 47 

5 月 175 36 76 67 広 46 

6 部 171 37 百 75 68 白 45 

7 為 165 38 我 74 68 主 45 

1 8 有 155 39 進 73 68 口 45 

1 8 + 155 40 不 71 68 勝 45 

10 日 149 41 A 69 72 量量 44 

11 国 132 41 司 69 72 徳 44 

12 長 130 43 右 68 72 凡 44 

13 是 129 43 者 68 72 1耳3ミE 44 

14 之 128 43 廿 68 76 生 43 

15 呂 122 46 肉 67 76 而 43 

二子 114 47 年 66 76 5青 43 

鳥 111 48 所 65 79 見 41 

18 110 48 申 65 79 丈 41 

119 底 108 50 解 64 79 応 41 

20 郡 102 50 七 64 82 飯 40 

21 五 100 52 得 62 83 無 39 

122 六 98 53 ;酒 61 83 聡 39 

23 93 54 省 60 85 以 38 

123 家 93 55 事 57 85 飛 38 

125 上 89 56 万 55 85 千 38 

25 泰 89 56 回 55 85 斗 38 

25 足 89 58 女 53 85 稲 38 

28 )¥ 87 58 伊 53 90 F邑"" 37 

28 九 87 60 文 50 90 j皮 37 

30 成 84 60 若 50 90 未 37 

30 AEe‘ Z 84 60 夫 50 

習書木簡の文字100傑

牢

長ω2型式

011型式

木簡の型式分類

031A!式

'''''亘
E明鈎

043塑式
。

{木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

( 12 ) 

S
D
三
O
三
五

(展
示
番
号

3
4
行
問
問
叩
引
包

n
M
m印
刷
幻
刊
抑
制
回
目
的
引
白
日

日
)

一
九
六
五
年

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
、
役
所
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら

何
度
か
掘
ら
れ
た
南
北
部
の

一
つ。

幅
約
七

O
側
、
深
さ
約
二
O
m
。
南
端
は
造
酒

司
南
限
の
築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る。

奈
良
時
代
前
半
の
霊
亀

・
養
老

・
神
亀
(
七

一
七
年
か
ら
七
二
九
年
ま
で
)
の
年

号
を
も
つ
も
の
が
ま
と
ま

っ
て
い
る
。
最
上
層
か
ら
は
、

天
平
勝
宝
八
歳
(
七
五
六
)

十
月
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
(
印
)
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
半
ば
過
ぎ
に
埋
没

し
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
S
D
三
O
三
五
の
木
簡
は
、
溝
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
出
土
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
溝
が
溜
ま
り
状
に
広
が

っ
た
部
分
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
て

い
る
。
溝
の
遺
物
で
は
あ
る
が
、
土
坑
状
の
遺
構
の
造
物
が
主
体
と
み
る
こ
と
も
で

き
、
年
代
や
内
容
の

一
括
性
の
高
さ
は
こ
れ
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

S
D
三
O
五

O
(展
示
番
号
制
印
)

一
九
六
五
年

造
酒
司
の
井
戸
か
ら
の
南
北
方
向
の
排
水
構
。
二
時
期
の
構
が
重
複
す
る。

上
層

の
滞
は
幅
約
八
O
m
で
、
下
厨
の
梢
は
幅
約
五
O
m
。
上
層
の
構
か
ら
、
宝
亀
元
年

(七
七

O
)
の
紀
年
を
持
つ
木
簡

(倒
)
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
末
期
ま
で

機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

造
酒
司
西
辺
は
、
井
戸
か
ら
の
排
水
路
と
し
て
用
い
ら
れ
、

奈
良
時
代
を
通
じ
て
湿

地
状
を
呈
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
多
数
の
木
簡
が
遺
存
し
た
の
は
こ
う
し
た
造
酒
司

西
辺
の
立
地
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

(
史
料
研
究
室
)


